
（９）

介護保険料とその納め方�
　介護保険料は、万が一介護が必要になったときのため、また、みんなで
介護を支えるために、原則として４０才以上の人たち全員が納めることに
なっています。�
　なお、保険料の額とその納め方は、第１号被保険者（６５才以上の人）
と第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満の人）では異なります。�

第１号被保険者の保険料�
     （65歳以上の人）�

① 市町村ごとに保険料が異なります。�

② みなさんの所得段階によって、原則と�
　 して５段階に分けられます。�

　お住いの市町村が、どのくらいサービスを提�
供できるかなどによって、介護保険料の基準額�
が決まります。�

   第２号被保険者の保険料�
（40歳以上65歳未満の人）�

① 国民健康保険に加入している場合�
○基本的に国民健康保険の保険税設定と同様です。�
○お住いの市町村の国民健康保険の算定ルールに�
　より、所得や資産に応じて介護保険料が設定さ�
　れます。�
○保険料の半額は国が負担します。�
○保険料は世帯単位で合算し世帯主が負担します。�

② 職場の健康保険に加入している場合�
○各健康保険組合の算定ルールにより介護保険料�
　が設定されます。�
○保険料は給料に応じて異なります。�
○保険料の半額は事業主が負担します。�
○被扶養者の分は、原則的に各健康保険組合の全�
　被保険者で負担するので、個別に納める必要は�
　ありません。�

年金が年額１８万円�
（月額１万五千円）�
以上の人�

保険料は年金から�
天引きされます。�

☆年金が年額１８万円（月額１�
　万五千円）未満の人�
☆遺族年金、障害年金、老齢福�
　祉年金のみの受給者�
☆新たに６５歳になられた人、�
　他の市町村から転入された人�
�口座振替、納入通知書など�
で市町村へ納めます。�

医療保険の保険料に上乗せされて�
　　　　　納付します。�

各医療保険者が一括納付します。�

社会保険診療報酬支払基金�

保険料を納めないでいると滞納�
期間に応じて次の措置がとられ�
ます。�

①一旦費用を全額負担しなけれ�
　ばなりません。�

②還付される額が一時的に差し�
　止められます。�

③自己負担割合が増えたりしま�
　す。�

○介護保険料が変わります。�

　忍野村における平成１５年度
から平成１７年度までの第１号
被保険者（６５才以上の人）の
保険料が右のようになりました
。（３年ごとに見直されます）�

○忍野村高齢者保健福祉計画および介護保�
　険事業計画を公表いたします。�

　高齢者保健福祉計画は、老人福祉法の規定
に基づく地方自治法の基本構想に即して定め
るものであり、介護保険事業計画は、忍野村
が行う介護保険事業にかかる保険給付の円滑
な実施に関する計画を定めるものです。�
　各事業計画は、３年ごとに見直しをするこ
ととされており、このたび新しい計画を策定
しましたので、保健福祉センターで随時公表
いたします。�

第１段階の方�１４,４００円 （年 額）�

２１,６００円 （年 額）�

２８,８００円 （年 額）�

３６,０００円 （年 額）�

４３,２００円 （年 額）�

第２段階の方�

第３段階の方�

第４段階の方�

第５段階の方�

第１段階�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

世帯全員が住民税非課税で老齢�
福祉年金受給者及び生活保護受給者�

世帯全員が住民�
税非課税の場合�

本人が住民税�
非課税の場合�

本人が住民税課税の場合�
（所得金額200万円未満）�

本人が住民税課税の場合�
（所得金額200万円以上）�

基準額�
×0.5

基準額�
×0.75

基準額�

基準額�
×1.25

基準額�
×1.5
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『
忍
野
村
地
下
水
資
源
保
護
条
例
』�

　�　
水
資
源
に
依
存
し
て
い
る
本
村
に
お

い
て
、
地
下
水
資
源
の
保
護
、
地
下
水

の
採
取
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、

大
量
採
取
に
よ
る
地
盤
沈
下
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
『
忍
野
村
地
下

水
資
源
保
護
条
例
』
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
概
要
と
し
て
、
井
戸
を
新
た
に
設
置

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
村
長
の
許
可
が

必
要
と
な
り
、
ま
た
現
に
井
戸
を
使
用

し
て
い
る
者
も
条
例
施
行
後
九
十
日
以

内
に
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
罰
則
も
定
め
ら
れ
て
い
て
、

平
成
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
申
請
書
は
、
先
月
号
の
広
報
に

折
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
忍
野
村
役
場
地
域

振
興
課
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。�

　
こ
の
条
例
へ
の
ご
質
問
等
お
問
い
合

わ
せ
は
、�

忍
野
村
役
場
　
地
域
振
興
課
環
境
担
当

　
℡
〇
五
五
五
ー
八
四
ー
三
一
一
一
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で�

�

　�

���

　
平
成
十
五
年
四
月
一
日
付
に
て
、
消

防
委
員
（
内
野
地
区
）
が
交
代
に
な
り

ま
し
た
。�

●
就
　
任�

　
金
丸
　
清
雪
　
内
野
八
三
四�

　
須
山
　
明
仁
　
内
野
三
三
二
ー
四
三
六�

●
退
　
任�

　
渡
辺
　
隆
継
　
内
野
四
五�

　
川
口
又
三
郎
　
内
野
一
七
三�

����������������

�������

□
期
　
日�

　
平
成
十
五
年
五
月
十
八
日
（
日
）�

　
午
前
九
時
〜
午
後
三
時
三
十
分
　�

※
小
雨
実
施
（
降
雨
の
場
合
五
月
二
十

　
四
日
に
延
期
）�

□
場
　
所�

　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
　�

　
　
「
恩 

賜 

林 

庭 

園
」�

□
催
　
物�

　
爆
竜
戦
隊
ア
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

　
ほ
か�

□
お
問
い
合
わ
せ�

　
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財

　
産
保
護
組
合�

　
　
　
〇
五
五
五
ー
二
二
ー
三
三
五
五�

���

□
相
談
日�

　
平
成
十
五
年
五
月
十
三
日
（
火
）�

※
期
日
は
、
毎
回
奇
数
月
の
第
二
火
曜

　
日
で
す
。�

　
　
普
段
お
悩
み
の
こ
と
、
気
に
か
か

　
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

　
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

□
相
談
料
　
無
　
料�

□
受
付
時
間�

　
午
後
一
時
〜
午
後
二
時�

□
相
談
時
間�

　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時�

□
対
象
者
　�

　
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
、
忍
野
村

　
の
住
民�

□
場
　
所�

　
恩
賜
林
組
合
（
林
業
セ
ン
タ
ー
内
）�

※
相
談
日
前
や
電
話
で
の
受
付
、
相
談

　
は
し
ま
せ
ん
。�

□
お
問
い
合
わ
せ�

　
恩
賜
林
組
合
　
演
習
地
対
策
課�

　
　
　
　
℡
二
二
ー
三
三
五
五
（
代
）�

�����

　
総
務
省
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
十
日

ま
で
、
「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」
と
し

て
、
携
帯
電
話
、
消
防
・
救
急
無
線
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
住
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
電
波
の
利
用
を
保
護
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
生
活
を
脅

か
す
不
法
な
電
波
を
な
く
す
た
め
、
電

波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。�

□
お
問
い
合
わ
せ
は�

　
関
東
総
合
通
信
局�

○
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害�

　
℡
〇
三
ー
五
五
六
二
ー
七
五
五
五�

○
電
話
器
・
各
種
電
子
機
器
へ
の
不
要

　
電
波
障
害�

　
℡
〇
三
ー
五
五
六
二
ー
七
五
五
七�

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害�

　
℡
〇
三
ー
三
二
四
三
ー
八
六
九
七�

������

□
受
験
資
格�

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
〜
昭
和
六

　
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方�

□
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度�

□
申
込
書
交
付
期
間�

　
五
月
十
二
日（
月
）〜
七
月
八
日（
火
）

□
申
込
書
受
付
期
間�

　
七
月
一
日（
火
）〜
七
月
八
日（
火
）�

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効�

□
申
込
書
受
付
場
所�

　
人
事
院
　
関
東
事
務
局�

　
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
一
ー
一

□
試
験
日�

・
第
一
次
試
験
　
九
月
七
日
（
日
）�

・
第
二
次
試
験
　
十
月
十
六
日
（
木
）

　
か
ら
十
月
二
十
三
日
（
木
）
ま
で
の

　
指
定
す
る
一
日�

□
合
格
者
の
発
表
日�

・
第
一
次
試
験
合
格
者�

　
　
十
月
十
日
（
金
）�

・
最
終
合
格
者
　�

　
　
十
一
月
十
三
日（
木
）�

総
務
省
よ
り�

〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�

〜�〜�〜�

〜�〜�〜� 〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�

〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�〜�

( 10 )

地
域
振
興
課
よ
り�

消
防
委
員�

　
就
退
任
に
つ
い
て�

「THE POWER OF HUMANITY�THE POWER OF HUMANITY�
　　　　　　　ー人道は限りない力ー」　　　　　　　ー人道は限りない力ー」�
「THE POWER OF HUMANITY�
　　　　　　　ー人道は限りない力ー」�

５月は赤十字運動月間です。�

赤十字の活動資金は皆様から寄せられた社費です。

今年もご協力をお願いします。�

ヒューマニティキャンペーンやまなし2003

日本赤十字社忍野村分区�

恩
賜
林
組
合
よ
り�

„
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律�

　
　
　
相
談   

“ 

の
お
知
ら
せ�

２
０
０
３�

第
十
回
お
ん
し
り
ん
ま
つ
り�

  

国
家
公
務
員
採
用
｣
種�

（
税
務
）試
験
に
つ
い
て�



�

□
採
用
予
定
数
　
未
　
定�

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に�

　
大
月
税
務
署
　
総
務
課�

　
〇
五
五
四
ー
二
二
ー
三
一
五
一
ま
で�

�����

●
中
高
年
齢
者
の
講
座�

　
　
パ
ソ
コ
ン
基
礎
編�

・
日
　
程�

　
　
月
　
　
　
　
　
日
の
３
日
間
　�

・
時
　
間�

　
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二 

一
〇
〇
円�

・
対
象
者�

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
の
概
要
と

　
操
作
方
法
を
修
得
し
た
い
方�

�

●
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎�

・
日
　
程�

　
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日�

　
の
６
日
間�

・
時
　
間�

　
　
午
後
六
時
〜
同
八
時
五
十
分�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二 

一
〇
〇
円�

・
対
象
者
　�

　
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
知
識
を
習
得
し

　
た
い
方�

��

●
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座�

・
日
　
程�

　
　
月
　
　
　
日
の
２
日
間�

・
時
　
間�

　
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二 

一
〇
〇
円�

・
対
象
者
　
一
般
社
員
　�

�

★
受
付
期
間�

　
各
講
座
と
も
五
月
一
日
か
ら
開
講
日

の
一
週
間
前
ま
で
、
但
し
定
員
に
な
り

次
第
締
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。�

★
お
問
い
合
わ
せ�

　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校�

　
　
℡
〇
五
五
四
ー
四
三
ー
八
九
一
一�

　
　
℻
〇
五
五
四
ー
四
三
ー
八
九
一
二�

������

第
十
一
回
定
期
演
奏
会�

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

�

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
五
月
三
十
一
日
（
土
）�

　
十
八
時
会
場
　
十
八
時
三
十
分
開
演�

□
場
　
所�

　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

・
指
　
揮
　
深
沢
　
好
久�

　
　
　
　
　
小
俣
　
広
弥�

□
入
場
料
　�

　
大
人
五
百
円
、
高
校
生
以
下
無
料�

□
曲
　
目�

・
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ�

　
ス
ト
ー
リ
ー
（
と
な
り
の
ト
ト
ロ
）

・
コ
パ
カ
バ
ー
ナ�

・
吹
奏
楽
の
た
め
の
神
話�

　
（
天
の
岩
屋
の
物
語
に
よ
る
）
　
他�

□
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
富
士
五
湖
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ�

　
渉
外
担
当�

　
長
田
　
哲  

〇
九
〇
ー
四
一
七
〇
ー
一
九
四
五�

�����

　
七
月
に
東
京
両
国
国
技
館
で
行
わ�

　
れ
る
【
第
十
九
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲�

　
全
国
大
会
】
へ
の
予
選
大
会�

　�

 
「
富
士
五
湖
場
所
」
出
場
者
募
集�

�

□
主
　
催�

（
社
）
富
士
五
湖
青
年
会
議
所�

□
主
　
旨�

　
　
日
本
古
来
の
武
道
の
一
つ
で
あ
る

　
相
撲
を
通
し
て
、
賞
杯
に
こ
だ
わ
る

　
こ
と
な
く
、
礼
儀
作
法
・
相
手
へ
の

　
思
い
や
り
・
感
謝
す
る
気
持
ち
を
学

　
ぶ�

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
六
月
一
日
（
日
）�

・
受
　
付�

　
午
前
八
時
四
十
五
分
〜
九
時
十
五
分

□
場
　
所�

　
河
口
湖
浅
間
神
社
　
土
俵�

（
雨
天
時
‥
河
口
湖
町
立
河
口
小
学
校

　
体
育
館
）�

□
出
場
資
格�

　
富
士
五
湖
地
域
に
在
学
す
る
小
学
一

年
生
か
ら
六
年
生
男
女�

（
全
国
大
会
男
へ
は
小
学
四
年
生
か
ら

　
六
年
生
の
優
勝
者
）�

□
参
加
費
　
一
人
　
五
〇
〇
円�

□
お
申
込
方
法�

　
小
学
校
に
募
集
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

　
締
切
り
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
富
士�

五
湖
青
年
会
議
所
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
）�

□
お
問
い
合
わ
せ�

（
社
）
富
士
五
湖
青
年
会
議
所�

　
　
　
　
　
　
事
務
局
（
担
当
堀
内
）�

　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
一
六
四
三
ー
一

　
　
℡
〇
五
五
五
ー
二
四
ー
〇
七
七
一�

　
　
℻
〇
五
五
五
ー
二
二
ー
六
八
五
一�

�������������

�����  

明
る
い
笑
顔
深
め
よ
う
固
い
き
ず
な�

　  

〜
笑
い
で
吉
高
に
福
招
こ
う
〜�

���

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
五
月
十
日
（
土
）�

　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

□
場
　
所�

　
富
士
吉
田
市
民
会
館
　
四
階
会
議
室�

���

□
日
　
時�

　
平
成
十
五
年
五
月
十
日
（
土
）�

　
午
後
二
時
〜
午
後
四
時�

□
場
　
所�

　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

□
対
象
者
　
ど
な
た
で
も�

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
入
場
を
制
限
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。�

□
入
場
料
　
無
　
料�

�

　

����
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第
十
一
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定
期
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会�

第
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回
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　忍野村まるごと景観形成基準にご協力いただき看

板を設置されました山梨信用金庫忍野支店様に感謝

状を贈呈しました。�

3月２４日（月）�

　富士忍野グランプリフォトコンテストの表彰式が行われました。入賞者は下記のとおりです。�

3月２９日（土）�

　忍野村駐在所に新しい駐

在さんが山梨県警察本部捜

査一課より着任されました。  

小林　収 警部補　３５才�

   南アルプス市（旧甲西町）出身�

  奥さんと１男の３人暮ら

し�

新しく忍野村消防団正副団長が就任されました。�
（任期平成15年４月１日～平成17年３月31日）�
左より  三浦常義 副団長　長田利勝 団長　天野健一 副団長�

グランプリ�

ゴ ー ル ド �

シ ル バ ー �

特 別 賞 �

入 賞 �

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

入 選 �

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

   　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

　�

 　�

推 薦 �

特 選 �

入 選 �

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

  〃 　�

午 前 ０ 時 �

感 動 の 朝 �

晩 秋 の 富 士 �

樹 氷 �

朝 の 光 �

ソバと忍野富士�

白 雲 舞 う �

霧 氷 の 庭 園 �

彩 雲 �

花風にふかれて

エメラルドの夢

青 空 を 泳 ぐ �

彩 雲 �

夕暮れルピナス畑

霧 晴 れ て �

変 化 雲 Ａ �

風 香 �

春 の お 宮 橋 �

笠 雲 �

冬 富 士 �

夏 富 士 �

�

春を夢みて�

冬 の 到 来 �

豊 作 �

樹 氷 �

魚 群 �

風 渡 る �

凍 る 大 地 �

ふ じ �

美しいままで

早 春 �

冬の風物詩�

雪 煙 �

厳 冬 の 朝 �

�

�

家 族 �

収 穫 祭 �

ひ と 休 み �

家 族 �

宙 に 舞 �

獅子舞と遊ぶ

ちょうだい�

新井　　勉�

渡辺希美子

川根　一雄

井出　吾朗

佐野　　直

鈴木　正義

鈴木喜久高

大森　大一

勝俣　　武

横井　龍夫

立岩　悦治�

大塚　隆夫�

小野塚美孝

後藤　重行

諏訪　安弘

佐々木　仁

土屋洋一郎

御堂地三男

熊澤　孝昭

岩田　敏郎�

藤村　貞三 

　�

永野　敏昭

鈴木　秀樹

落合　正和

中間　知利

井沢　雄治

飯島　惠一

渡辺　　勝

児玉　　功

永野　武光�

渡辺　征子

渡辺　清美

広瀬　雅英

沼倉　　司�

�

�

窪田かずお

渡辺　武彦

仙沢　　恵

山本チカ子

石川　金吾

杉崎　信行

杉山みどり 

�

【富士山部門】�

【ファミリー部門】�

平成14年度富士忍野グランプリフォトコンテスト入賞者�

賞　　名� 画　　題� 氏　　名� 賞　　名� 画　　題� 氏　　名�



  

こどものつぶやき

�

ド　イ　ツ�

●今月のワンポイントレッスン：�

　Ａ：それはいつ建てられたのですか。�

　Ｂ：およそ２百年前ぐらいです。／１８００年代初期です。�

�

スティーヴ  リスマン�Steve  Rissman
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Germany
   Hi. How are you doing?�
   When we think of Germany beef and sausages come to mind, but the 
country has a lot of beautiful scenery as well. This time of the year it 
is a little chilly. However, in spring there is vivid green everywhere. 
A cruise on the Rhine is a peaceful and excellent experience.  There is 
a huge rock wall, called Lorelei, along one part of the river with a 
remarkable echo, A legend exists that a siren used to lure sailors to crash 
on the rocks with her song. In Japan, it is also famous for German poet 
Heine's song, which is played on big speakers as you pass by on the 
boat. There are many castles along the way and some of them are still 
lived in. The journey down the river by another poet, Goethe, in 1774 
was the start of the Age of Romanticism.�
   Bavaria, a region in the south of Germany, is famous for the 
Romantische Stra βe which translates as the Romantic Road in English, 
but is not as famous as it is in Japanese. So do not be surprised if English 
speakers have not heard of it. It starts in the city of Wurzburg not far 
from Frankfurt and ends at Fussen right next to the border with Austria.�
   Various famous landmarks are scattered along the Romantic Road. 
The walled town of Rothenburg is a beautiful example of medieval 
architecture and has been completely restored. Walking through the 
town is like going back hundreds of years in time. It is rumored to have 
been saved from demolition by an army in medieval times when the 
invading general asked if anyone could drink a whole three and a quarter 
liters of wine without stopping. One of the city's councillors succeeded 
and as the general had promised the lives of the citizens and the town 
were spared. This event is depicted with figures in the clock tower at 
certain hours. �
   The most famous castle, of course, is Neuschwanstein, which was built 
by King Ludwig 2 in the Bavarian Alps. It is made of white stone and 
was completed in 1874. It is a magnificent piece of architecture that 
stands in front of a lake and towers above the fields below. You will 
have seen the castle on TV or a calendar. It is said that Walt Disney 
based the castle in Fantasyland on its design and it is featured in the 
movie, "Chitty,chittybang,bang".�
�
This month's easy expression：�
A： When was it built?�
B： About two hundred years ago. / In the early eighteen hundreds.�
�
    

　ハーイ。お元気ですか。�
　ドイツと聞くと、ビールとか、ソーセージを思い浮かべますが、ドイツ
には、たくさんの美しい風景もあります。今の季節は、少々肌寒さも感じ
ますが、春は至る所が、鮮やかな緑で覆われています。ライン川のクルー
ズは穏やかで、素晴らしい体験です。川にはローレライと呼ばれる岸壁が
あります。そこは、音がとてもよく響き、舟人をその歌声で誘惑し、船を
沈めた妖女伝説があります。また、日本ではハイネ作詞の歌でも有名です。
その歌は大きなスピーカから流れていて、クルーズ船がそこを通る時、船
からも聞くことが出来ます。日本人もご存じな方が多いそうですね。クル
ーズをしていると、たくさんの城を見ることができます。中にはまだ人が住
んでいるものもあります。１７７４年に詩人ゲーテがこの川下りをし、こ
の旅がロマン主義時代の始まりとなりました。�
　ドイツの南部の地域、バイエルンは、ロマンティック街道（ロマンティ
ッシュ　シュトラーゼ）で有名で、日本でもよく知られています。ロマン
ティック街道という言葉は、英語にも訳されていますが、それほど有名で
はありません。ですから、英語を話す人が、「ロマンティック街道なんで
聞いたことがない。」といっても、驚くことではありません。その街道は、
フランクフルトの近くのビュルツブルグという町から始まり、オーストリ
アとの国境の隣のフッセンまでです。�
　ロマンティック街道沿いには、様々な有名な場所が、あちらこちらにあ
ります。ローテンブルグは、塀に囲まれた美しい中世建築が完全に復元さ
れた町です。町の中を歩いていると、まるで何百年も時代を遡ったかのよ
うに感じます。その町は、中世、攻め込まれたとき、侵略者の将軍が、町
の誰かが、３．２５リットルのワインを、休まずに一気に飲み干すことが
できたら、町を破壊しないでやると言い、町の議員の一人が成功し、将軍
は、約束を守り、市民と町は救われたという話があります。その話は、町
の中央の時計台の、仕掛け時計で見ることが出来ます。�
　最も有名な城はもちろんバイエルン地域を治めたルードリッヒ２世の建
てたノイシュバンシュタイン城です。それは、白い石で造られ、１８７４
年に完成しました。湖の前に立ち、塔は下に林を見下ろしている素晴らし
い建築物です。きっと皆さんも、テレビやカレンダーでその城を見たこと
があると思います。ウォルト・ディズニーもファンタジーランドの城を見
本にしたと言われています。また映画、チキ・チキ・バンバンでも使われ
ました。�

�

◎その１�
　母が　 「いい加減にしなさい」 �
　　　　「何度言ってもわからないんだから」・・・などなど�
　　　　   叱ると�
　Ｒ男 　「お母さんはいつも元気がいいね～」　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　           ～２　歳～�
�
�

！�

！�

！�

◎その２  ブロックで遊んでいて片付けの出来ないＫ男に�
　　母　 「明日、ゴミの日だから、ゴミに出しちゃうよ」 �
　ｋ男 　「明日ゴミに母さんを出して、新しい母さんを�
　　　　   買ってこよう」 　　　　　　　　     ～３　歳～　�
�

★アリの巣を見つけて�
　Ｙ男　 「アリさんのデパートだ　アリさんは何売ってる�
　　　　   のかな　」 　　　　　　　　　　    ～５　歳～　�

★風邪をひいてお休みのＨ男くん、母と電話を替わって�
　Ｈ男　 「治ったらそっちに行くからねえ」 �
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　   ～４　歳～　�

★Ｍくん、友だちと遊んでいて�
　Ｍ男 　「引き分け　」 �
保育士 　「引き分けってどういう意味？」�
　Ｍ男 　「みんな勝ち　ってこと」 　�
　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　     ～４　歳～　�
�

【“子どもにはかなわない” シリーズ】�

！�

　　Ｍ男 　「Ｔっちのお母さん、すごーく�

　　　　　   いい人な　」  �

　　Ｔ男 　「おれっちのお母さん？」  とびっくり�

　保育士     「Ｍくんのお母さんはいい人じゃないの？」 �

　　Ｍ男 　「うん、おこってばかりいる　」  �

　保育士     「Ｔくんのお母さんは？」 �

　　Ｔ男 　「おこってばかり・・・」�

　保育士     「２人のお母さん取りかえれば？」   �

　　２人　 「いやーだ　 」�

�

昭和58年度�

タイムスリップ�タイムスリップ�

！�

！�

！�！�






